　動物科学特論I
第345回Zoological Conference
日時：　10月13日（水）16:00-17:00　

演者：　山口　和彦　博士
理化学研究所・脳科学総合研究センター
演題：エキソ／エンドサイト-シスによる
受容体細胞表面発現の調節と記憶のしくみ
エキソサイトーシスおよびエンドサイトーシスは真核生物以上で見られる細胞活動であり、前者は細胞増殖、膜傷害修復、突起伸張、分泌、神経伝達物質放出等の分野で研究されてきた。脊椎動物における運動学習の中枢である小脳の神経細胞では、グルタミン酸受容体は常時、表面と内部プールの間をリサイクリングしている。しかし、受容体エンドサイトーシスの速度を直接測定した報告はなかった。私は最近、小脳神経細胞において、ケージ化した阻害ペプチドを用いて、グルタミン酸受容体のエンドサイトーシス速度を初めて直接的に測定したので、この方法について解説する。

また、小脳神経細胞では学習に伴い、エンドサイトーシスを介してグルタミン酸受容体のシナプス膜発現が減少することが知られている。ケージド阻害ペプチドを用いて、受容体エンドサイトーシス速度が学習により増強されるか、調べた。その結果は予想外のものであった。

一方、培養小脳神経細胞へのウイルスベクタ-２重感染により、mCherry-グルタミン酸受容体GluR2と細胞質をラベルするGFPを共発現させ、刺激によるGluR2の細胞内トランスロケーションを画像解析した。この結果も併せて、受容体トラフィッキングの制御メカニズムについて、総合的に考えたい。

場所：理学部２号館 第1講義室（201号室）
担当：　東京大学大学院理学系研究科・生物科学専攻・動物学大講座 
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